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第 2 章では，まず Air Data Computer の信頼性の実情を実測 MTBF で示し， ついで実測
MTBF を与えているデータを分析し 機器の動作時間および故障の種類の点から実測値を修正する係






















第 7 章は結論で，本研究によってもたらされた Air Data Computer の信頼性改善を示すとともに，
本研究で得られた成果を要約して述べている。
論文の審査結果の要旨
本論文は，航空機用電子機器 Air Data Computer の故障解析と信頼性改善に関する研究の成果を
まとめたもので，その主要な成果を要約すると次のとおりである。





のの約1. 6 倍であることを確めている。また， しゅう動雑音発生の経時変化を明らかにし，これか
ら予防保全が有効であることを指摘するとともに雑音許容値設定のための官能試験を計画，実行し
て適正な雑音許容値を見い出している。
(3) 本機器故障のいま 1 つの主な原因であるレイト雑音の発生がメカニカルクラッチのスリップ作動
特性の不良に起因することを明らかにし，材料面と構造面からの改善を加えたメカニカルクラッチ
1 • .-1 を提案し，これによる改善効果が故障発生率にして，これまでのもののすからτであることを確め
ている。
(4) 機器の信頼性に深いかかわりあいをもっワークマンシップの向上に寄与する諸要因を系統的に整
理して的確な要因図にまとめるとともに要因のそれぞれについて適切な対策処置を示し，とくに新
修理方式導入時における作業特性向上のための処置が機器の信頼性の向上に及ぼした効果を定量的
に評価している。
(5) 上記の主要な成果を含めた信頼性改善プログラムによって，プログラム開始時に比べ本機器の信
頼度を 2 倍にまで向上させている。
以上のように，本論文は組織的なデータ収集を行って航空機用電子機器に生起する故障についての
知見を深め，信頼性改善に関する問題点を明らかにするとともに信頼性向上につながる有用な技術開
発を行い，機器信頼性を著しく向上させることに成功したものであって，信頼性工学に寄与するとこ
ろが大きい。よって，本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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